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タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト

下
川
原
　
特
許
庁
ご
在
籍
中
に
外

務
省
や
内
閣
府
等
へ
の
出
向
も
含

め
様
々
な
ご
経
験
を
さ
れ
た
と
思

い
ま
す
が
、そ
の
中
で
特
に
印
象
に

残
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、お
聞

か
せ
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

髙
倉
　
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、1

つ
は
、入
庁
2
年
目
に
企
業
で
2
週

間
の
実
務
研
修
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
と
き
の
こ
と
で
す
。
書
類
中
心

の
日
々
の
仕
事
に
疑
問
を
感
じ
始

め
て
い
た
時
期
で
し
た
が
、企
業
活

動
と
特
許
の
関
係
を
体
感
し
、知
財

サ
イ
ク
ル
に
お
け
る
特
許
審
査
の

役
割
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
も
う
１
つ
は
、入
庁
20
年
目

の
と
き
で
す
が
、A
P
E
C
の
中
に

知
財
専
門
家
会
合
を
立
ち
上
げ
、2

年
間
、議
長
を
務
め
た
こ
と
で
す
。

各
国
の
意
見
を
調
整
す
る
こ
と
の

難
し
さ
と
楽
し
さ
を
体
験
し
ま
し

た
。
政
府
間
の
交
渉
も
最
後
の
決
め

手
は
交
渉
官
の
人
柄
や
人
間
関
係

で
し
た
。
難
し
い
問
題
は
グ
レ
イ
で

終
わ
ら
せ
る
こ
と
も
解
決
策
で
す
。

議
長
に
と
っ
て
は「
沈
黙
」よ
り「
批

判
」の
ほ
う
が
あ
り
が
た
い
。
議
論

が
前
に
進
み
ま
す
か
ら
。
議
長
席
に

座
っ
て
初
め
て
見
え
た
も
の
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

ル
ー
ル
作
り
の
留
意
点

下
川
原　

国
際
会
合
の
議
長
と
も

な
る
と
、色
々
と
ご
苦
労
が
あ
っ
た

の
で
す
ね
。
今
後
ま
す
ま
す
難
し
く

な
る
知
財
の
国
際
ル
ー
ル
ま
た
は

国
内
ル
ー
ル
作
り
に
つ
い
て
、ど
の

よ
う
な
点
に
留
意
す
べ
き
で
し
ょ

う
か
。

髙
倉　

国
際
ル
ー
ル
作
り
は
価
値

観
の
対
立
が
絡
む
こ
と
が
多
く
、一

筋
縄
で
は
い
き
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、

公
衆
衛
生
と
特
許
の
対
立
。
こ
の

よ
う
な
問
題
は「
経
済
よ
り
命
が
大

事
」あ
る
い
は「
両
者
は
無
関
係
」と

い
っ
た
感
情
論
で
は
解
決
で
き
ま

せ
ん
。
公
衆
衛
生
の
た
め
に
特
許

を
ど
の
よ
う
な
場
合
に
ど
の
程
度

制
限
す
る
こ
と
が
全
体
と
し
て
最

も
合
理
的
か
を
き
め
細
か
くFine 

Tuning

（
微
調
整
）す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
こ
の
こ
と
は
国
内
ル
ー
ル

の
形
成
に
つ
い
て
も
同
じ
で
す
。
大

局
的
立
場
か
ら
異
な
る
価
値
観
の

調
整
を
根
気
よ
く
行
う
こ
と
が
不

可
避
で
す
。
ま
た
知
財
の
ル
ー
ル
作

り
の
難
し
さ
は
、例
え
ば
デ
ー
タ
保

護
の
あ
り
方
の
よ
う
に
、先
が
見
え

な
い
こ
と
に
も
起
因
し
て
い
ま
す
。

先
が
見
え
な
い
時
代
に
は
、失
敗
し

て
も
や
り
直
し
が
で
き
る
範
囲
の

小
さ
な
改
正
を
機
動
的
に
重
ね
て

い
く
と
い
うA

gility

（
機
敏
性
）の

考
え
方
も
重
要
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
国
内
の
ル
ー
ル
作
り
も
国
際

競
争
の
時
代
で
す
。

産
業
界
と
ア
カ
デ
ミ
ア
の
役
割

下
川
原　

国
の
知
財
戦
略
に
お
け

る
ア
カ
デ
ミ
ア
の
役
割
に
つ
い
て
、

お
考
え
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
け
ま

す
で
し
ょ
う
か
。

髙
倉　

知
財
戦
略
の
形
成
は
産
業

界
が「
主
」と
な
る
べ
き
で
す
。
ア
カ

デ
ミ
ア
の
役
割
は「
従
」で
す
。
例
え

ば
、立
法
時
の
法
的
整
合
性
チ
ェ
ッ

ク
な
ど
側
面
支
援
、改
正
後
の
法
律

の
解
釈
・
運
用
に
関
す
る
法
的
研
究

等
で
す
。
法
的
研
究
は
、紛
争
の
防

止
に
貢
献
し
、ま
た
新
た
な
政
策
提

言
の
た
め
の
基
礎
資
料
を
提
供
し

ま
す
。
も
う
1
つ
の
役
割
は
、リ
カ

レ
ン
ト
教
育
を
含
む
知
財
専
門
家

の
人
材
育
成
で
す
。
知
財
研
究
と
人

材
育
成
は
産
業
界
と
ア
カ
デ
ミ
ア

が
協
力
し
て
進
め
る
べ
き
で
し
ょ

う
。

知
財
人
材
の
育
成

下
川
原　

こ
れ
か
ら
の
企
業
知
財

人
材
の
育
成
に
つ
い
て
、ご
教
示
い

た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

髙
倉　

時
代
の
流
れ
を
読
み
、業

界
・
自
社
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
語
れ
る

「
大
局
観
」と
、規
則
や
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
や
判
例
レ
ベ
ル
の「
実
践
知
」の

双
方
を
備
え
た
知
財
人
材
が
望
ま

れ
ま
す
。
そ
の
育
成
の
た
め
に
は
、

①
主
体
的
学
習
、②
実
践
へ
の
適

用（
実
践
知
及
び
応
用
力
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
）、③
人
事
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
に
よ
る
実
践
の
場
の
拡
充（
大
局

観
の
涵
養
）の
３
つ
を
螺
旋
的
に
回

す
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
上
司
に
は
是
非
、部
下
に

様
々
な
学
習
と
実
践
の
機
会
を
与

え
、小
さ
な
失
敗
を
許
容
し
、失
敗

を
通
じ
て
自
ら
成
長
で
き
る
よ
う

な
環
境
を
整
え
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

J
I
P
A
へ
の
期
待

下
川
原　

最
後
に
、今
後
J
I
P
A

へ
期
待
す
る
こ
と
を
、お
話
い
た
だ

け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

髙
倉　

J
I
P
A
は
既
に
素
晴
ら

し
い
組
織
で
す
。
世
界
的
に
見
て
も
、

政
策
提
言
と
人
材
育
成
を
こ
こ
ま

で
実
践
し
て
い
る
組
織
は
他
に
あ

り
ま
せ
ん
。
強
い
て
今
後
の
期
待
を

挙
げ
る
な
ら
、１
つ
は
、A
S
E
A
N

等
に
お
け
る
J
I
P
A
の
よ
う
な

組
織
づ
く
り
の
支
援
。
長
い
目
で

見
れ
ば
J
I
P
A
の
た
め
に
な
り

ま
す
。
も
う
１
つ
は
、デ
ー
タ
に
基

づ
く
事
後
の
政
策
評
価
。
法
改
正

の
効
果
・
影
響
に
つ
い
て
は
産
業
界

が
検
証
用
デ
ー
タ
を
お
持
ち
で
す
。

J
I
P
A
が
ハ
ブ
と
な
っ
て
エ
ビ

デ
ン
ス
ベ
ー
ス
の
省
察
的
政
策
形

成
を
推
進
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ア
カ
デ
ミ
ア
と
の

連
携
も
、引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

知財の国際競争力の強化のために
産業界とアカデミアは役割を認識し
JIPAをハブに政策形成に更なる貢献を
髙倉 成男 氏 Shigeo TAKAKURA （写真右）
明治大学 専門職大学院 法務研究科長 専任教授

下川原 郁子 Ikuko SHIMOGAWARA （写真左）
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政
府
間
交
渉
で
議
長
も
ご
経
験
さ
れ
た
明
治
大
学
髙
倉
教
授
に

知
財
の
国
際
ル
ー
ル
作
り
か
ら
人
材
育
成
ま
で
多
岐
に
わ
た
り

下
川
原
常
務
理
事
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
。
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わが社のこだわり

インクジェットで世の中を変える

小林 利彦 Toshihiko KOBAYASHI
日本知的財産協会 常務理事
セイコーエプソン株式会社 知的財産本部長

［ セイコーエプソン株式会社 ］

　1942年の創業以来、エプソンは新たな時代を切り開くいくつもの画期的な商品を生み出してきました。
1968年には「EPSON」ブランドの由来となった小型軽量デジタルプリンター「EP-101」を、1969年には
世界初のクオーツ腕時計を、1994年には家庭での写真印刷を可能としたインクジェットプリンターを生み
出してきました。それら商品開発の源泉は創業以来培ってきた「省・小・精の技術」と、創業者山崎久夫の
お客様に向き合う姿勢「誠実努力」と、お客様の期待に対し飽くなき「創造と挑戦」を行う社風のDNAです。
　エプソンは、お客様の期待に応え、「なくてはならない会社」を目指し、新しい時代を創り続けていきます。
その一例として現在エプソンが注力しているインクジェットイノベーションについてご紹介します。

マイクロピエゾ技術
　インクジェット技術は、超微小なイン
ク滴をメディアに直接飛ばして印刷する
ので、廃棄物が少なく、アナログ印刷や
レーザー方式に比べて環境面や効率面で
非常に優れており、また原理的にどんな
メディアにも印刷が可能です。
　エプソンのマイクロピエゾ技術は、電圧
を加えることで収縮するピエゾ素子の機
械的な動きによってインク滴を吐出する
のが特徴です。このマイクロピエゾ技術
がエプソンのあらゆるインクジェットプ
リンターに共通の技術基盤となっています。

PrecisionCore
　当社は、コア技術をブランド化し、お客
様にわかりやすく訴求する技術ブランド
戦略を展開しています。マイクロピエゾ
技術を進化させ、技術ブランド化したのが
PrecisionCore（プレシジョンコア）です。

　PrecisionCoreは、エプソンが長年に
わたり培ってきたインクジェット技術と
最先端のMEMS製造技術とを融合させた
テクノロジーのブランド名称です。高精
度化と小型化を突き詰めたことで、プリ
ントヘッドの基本性能が飛躍的に向上し、

高速化・高画質化の実現を果たしました。
　PrecisionCoreは、幾多の困難を乗り
越えて技術の粋を極めることで実現でき
た、エプソンの技術の結晶と言っても過
言ではありません。

インクジェットイノベーション
　PrecisionCoreにより、産業印刷機向
けのラインヘッドからオフィス向けデス
クトッププリンター用ヘッドまで、柔軟
で多様なプリントヘッドの構成が可能に
なりました。
　現在、インクジェット技術を使用した
印刷方式は、ホームやビジネスの領域だ
けではなく、商業・産業領域、ディスプレ
イやエレクトロニクスなどの新しい領域
へ急速に拡大しています。エプソンはこ
れまで商品の企画・設計・製造・販売まで
自ら行う垂直統合型ビジネスを基本とし
てきましたが、私たちにできることには
限りがあります。そこで、この多様化す
るニーズに対して、エプソンは積極的に
プリントヘッドの外販を行うことで、よ

り良い社会を創ろうとする志を同じくす
るパートナーと共に、オープンイノベー
ションを起こし、さらにインクジェット
の用途を拡大していきます。

エプソンの知財活動
　エプソンの知財活動で特徴的なのは、
PrecisionCoreに代表されるコア技術
を保護する知財権の創出・活用のために、
事業戦略を念頭に置いて実務を遂行しよ
うとするプロフェッショナル意識が各々
の知財担当者に根付いていることです。
そして、実際に取得した知財権を20カ国
以上の国で他社侵害品に対して活用する
ことによって、コア技術の保護に努めて
います。これは、新たな顧客価値につな
がるコア技術をエプソンの最も重要な資
産として位置付け、知財権の活用により
コア技術を守ることが経営戦略上非常に
重要と考えているからです。

JIPAへの期待
　エプソンの知財担当者のプロフェッ

ショナル意識を醸
成 す る に あ た り 、
JIPAの活動は不可
欠なものであり、会
員企業としてエプ
ソンも積極的に協
力していきたいと
考えています。
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　令和2年2月20日、世界知的所有権機関
（WIPO）のガリ事務局長をJIPA東京事務
所にお招きして、意見交換をしました。コ
ロナウイルスに対する懸念による急な変
更にも関わらず、予定通り意見交換の場
を設けていただき、2時間ほどにわたる密
度の濃い議論をすることができました。
　会合では、ガリ事務局長より、WIPOの
活動に対するJIPAの貢献に感謝が表さ
れ、JIPA側も、ガリ事務局長が長年にわ
たりJIPAシンポジウムへご参加され、ご
講演、特別対談などを通して、JIPA会員
や日本の知財界へグローバル知的財産制
度のフロンティアからのメッセージをお
伝えくださったことに改めて敬意をお伝
えしました。
　WIPOプロジェクトでは、WIPOとの連
携を深める様々な活動に取り組んでいま
す。このプロジェクトは、WIPOとJIPA
が共同で立ち上げた環境技術移転メカ
ニズムに取り組んだWIPO GREENプロ
ジェクトが、2015年にWIPOプロジェク

トと衣替えをしたものです。
　また、現在、新たなビジョン提言に繋げ
ることも念頭に、データ・AI等最新技術と
知財、知財制度の将来像、国際知財問題な
ども議論しています。これまでもWIPO
幹部訪日の機会に意見交換をしたり、
WIPOへの講師派遣の議論もしてきました。
　WIPOプロジェクトでは、大学の先生に
も正式メンバーとして参加していただい
ています。明治大学法務研究科長高倉成
男先生、同大学山内勇先生、ワシントン大
学ロースクール竹中俊子先生から、それ
ぞれ、特許庁時代の経験を含めたグロー
バルなご知見、最新知財論点の経済学視
点からの分析、世界中のアカデミア・実務
者ネットワークに基づく幅広い視点から

意見をいただいています。
　昨年秋のジュネーブでのWIPO総会に
は、JIPAから私が出席しました。世界百
数十カ国の大使・大臣・特許庁長官ら、国
際機関やJIPAのような各国NGOの代表
などが一堂に会する会議場で、JIPAを代
表しての一般演説も行いました。世界中
の知財リーダーが集まる総会の期間には、
WIPO事務局や各国出席者の間での個別
会合も多数行われ、様々な世界の知的財
産施策が前進する機会となります。
　次期事務局長には、シンガポール知的 
財産庁長官のダレン・タン氏が選出され、 
新たなWIPOの時代が始まりますが、
WIPOとの連携をより深めることができ
るようプロジェクト活動をしていきます。

ZOOM UP
WIPOプロジェクト
上野  剛史 日本知的財産協会 参与 WIPOプロジェクトリーダー
Takeshi UENO 日本アイ・ビー・エム株式会社　理事・知的財産部長

WIPOと連携し、新たな時代の国際知財制度を考える
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離れた石清水八幡宮にはエジソンの竹があります。白熱電球
の実用化競争をしていたエジソンは、お土産にもらった扇子を
きっかけにフィラメントに竹を使うと発光寿命が延びることを
見つけました。最高の竹を探し求めて京都の竹にたどり着き、
その後別の材料に置き換えられるまでの十数年、京都の竹が
アメリカを明るく照らしました。春の食材を頂きながら発明王の
偉業を思い出すのも良いのではないでしょうか。

本誌では、季節感があり、技術、特許、知財に関連がある表紙写真を募集してい
ます。写真と説明文を会誌広報グループkikansi@jipa.or.jp宛てにお送りくだ
さい。また、取り上げて欲しいテーマがあれば、お気軽にご連絡ください。

WIPOガリ事務局長（左から6番目）をお迎えして プロジェクト会合の様子

会誌広報委員会  特集号WG


